
 

東北育種基本区におけるスギおよびカラマツの特定母樹への申請の取組と指定された 
個体の特性 

－令和元年度の取組－ 
林木育種センター東北育種場 育種課 那須仁弥・矢野慶介・湯浅真・宮本尚子・

井城泰一・谷口亨・育種専門役 竹田宣明   

 
1 はじめに 

林木育種センターでは、育種種苗の性能向上を図るた

めに、精英樹の第 2 世代を選抜する取組を全国的に推進

しており、第 4期中長期計画（平成 28～令和 2 年度）の

戦略課題「多様な優良品種等の開発と育種基盤技術の強

化」において、東北育種場ではスギ・カラマツ精英樹の第

2世代候補木の選抜を進めている。 

また、平成 25年 5月に「森林の間伐等の実施の促進に

関する特別措置法（平成 20 年法律第 32 号）」（間伐等特

措法）が一部改正され、特に優良な種苗を生産するための

種穂の採取に適し、成長に係る特性の特に優れた樹木を

農林水産大臣が特定母樹として指定し、特定母樹で構成

された採種園の造成を促進することが定められた。 

本報告では、令和元年度に指定された特定母樹 8系統（ス

ギ 3 系統、カラマツ 5 系統）の成長などの特性を報告す

る。 

 

2 特定母樹の選抜基準と個体特性の概要 

令和元年度に特定母樹として申請した個体はすべて

平成 30年度に選定されたエリートツリー（第 2世代精

英樹）であり、その選抜方法は、スギについては玉城ら

3)、カラマツについては那須ら 1）を参照されたい。 

令和元年度の選定対象検定林は東部育種区の一般次代

検定林でスギが 1 カ所（東青局 68 号）、カラマツが 1 カ

所（東青局 77号）である。いずれの検定林にも第 1世代

精英樹の実生後代が植栽されている。 

選抜に使用したデータは、スギについては成長量が 30

年次、材質は 30 年次、幹の通直性は 36 年次であり、カ

ラマツについては成長量が 20 年次、材質は 33 年次、幹

の通直性は 33年次に検定林で測定したものである。スギ

の雄花着花性ついては、検定林で選抜された第２世代精

英樹候補木をさし木増殖したクローンを東北育種場に植

栽し、植栽後 3、4年次にジベレリンによる着花促進処理

を行い、処理をおこなった同年秋に調査を行ったものを

用いた。 

特定母樹指定基準 2 ）では、評価項目としてスギについ

ては成長量、剛性（応力波伝搬速度）、幹の通直性、雄花

着花性の 4 点、カラマツについては、成長量、剛性と幹

の通直性の 3 点となっている。これらの指定基準をすべ

て満たした 8 個体を林野庁に申請した結果、すべてが特

定母樹（表－1）として指定された。 

指定された特定母樹の成長量は在来系統に比べ、スギ

が平均 2.39 倍、カラマツが平均 2.30 倍となっており、

剛性の指標となる応力波伝搬速度は、スギでは対照平均

2,920m/sに対し、特定母樹平均が 3,112m/s、カラマツで

は対照平均 4,640m/s に対し、特定母樹平均が 4,840m/s

であった。特定母樹は成長量、剛性ともに在来系統・対照

に対して優れていた。 

今後も、エリートツリー選抜および特定母樹申請を進

める予定である。 
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特定 1-14 カラマツ東育 2-37  特定 1-15 カラマツ東育 2-38 特定 1-29 スギ東育 2-387 

表-1 令和元年度に指定された特定母樹の特性

成長量 剛性（応力波伝搬速度） 幹の通直性1)

指定番号 樹木の名前 樹種 材積
在来系統
との比較

特定母樹
(m/s）

対照(m/s） 結果 検定林

特定1-11 カラマツ東育2-31 カラマツ 0.213 1.95 4,936 4,640 ○

特定1-12 カラマツ東育2-32 カラマツ 0.202 1.85 4,737 4,640 ○

特定1-13 カラマツ東育2-35 カラマツ 0.151 2.25 4,746 4,640 ○

特定1-14 カラマツ東育2-37 カラマツ 0.224 3.34 4,971 4,640 ○

特定1-15 カラマツ東育2-38 カラマツ 0.141 2.10 4,810 4,640 ○

特定1-29 スギ東育2-387 スギ 0.530 2.98 3,050 2,920 ○

特定1-30 スギﾞ東育2-391 スギ 0.517 2.31 2,967 2,920 ○

特定1-31 スギﾞ東育2-392 スギ 0.466 1.87 3,320 2,920 ○

注
1)　

2方向からの写真により曲がりが全くないか、若しくは曲がりがあっても採材に支障ないと判断されたもの

　青森県、岩手県、
宮城県

（第一区）青森県、
岩手県

（第三区）宮城県

植栽に適した地域・

環境2)

注
2)　

カラマツでは林業種苗法第24条第1項の規定に基づく農林水産大臣が指定する種苗配布区域（昭和46年2月1日農林省告示第179号）の制限はないが、調査デー

タに基づき表示した

東青局68号

東青局77号
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